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 土骨格に対して有効応力解析法に基づく Stress-Density Model の構成則を組み込み、間隙水と２相混合する液状化
地盤とともに杭基礎－上部建築構造物を対象とする総合化した有限要素法を開発している。一方、大型振動台を用い
て液状化地盤中の鉄筋モルタル杭が振動破壊に至るまでの挙動を追試する実験、および液状化地盤中の鋼管杭に作用
する水平地盤反力を計測する実験を行い、得られた実験データと開発した解析法に基づくシミュレーション結果を比
較して、地盤の液状化挙動とともに杭の破壊現象や杭に作用する動的な水平地盤反力を正確に把握できることを示し
ている。 
 またシミュレーション解析を通して工学的に重要な杭の地震時応力を評価する際、細長い杭周に分布する応力を等
価的に杭の中心軸上へ集中させても実用上は支障が無いことを確認している。さらに本論文で開発した有効応力解析
法を兵庫県南部地震における実被害例に適用したところ、杭が圧壊した箇所は液状化した地層と液状化しない地層と
の境界付近であること、上部構造から杭頭へせん断力が円滑に伝達したのは根入れ基礎の周辺に分布する非液状化層
の剛性が低下した所以であることを示している。他方で支持杭の被害が確認されなかった建築物では、液状化層を上
下から挟む非液状化層において杭周の局所的な非線形性が関与した可能性が高いことを示している。 
 開発した有効応力解析法を応用すれば地盤の液状化対策に用いる改良工法の検証が可能であることを示すととも
に、締固め対策を一例として間隙比の平均化に基づく一様分布させた地盤モデルを提唱している。 
 以上のように、本論文は液状化地盤－杭基礎－建築構造物系の地震時挙動およびその評価法について考究したもの
であり、建築耐震工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
